
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

   

 

  

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

長野県 コロナ禍において不安・困難を抱える

女性に対する緊急支援事業 

生活支援 

8,378 人 
 

県内 128 カ所 

602 回 39,206 人 

無料相談・問い合わせ  
   ０１２０-９１４-９９４ 

 

＜ 本 部 事務所 ＞ 

松本市寿北５丁目４番 28-１ 

   電話 0263-75-8368 

＜各地域拠点事務所＞  

長野市三本柳西 2-74（にっこりＦＤ.Ｂ） 
電話 080-3418-0088 

台風 19 号被災地 長野市上駒沢 356-102 

    電話 090-6473-9455 

塩尻市片丘 7900 信州こども食堂 in しおじり 

   電話 090-9118-5899 

上田市七瀬 2885-3 まるこ福祉会 
   電話 090-5329-1653 

 

 
24H 

無料相談 
 

365 日なんで 

も相談 

相談件数 

3,295件 
 支援物資 

80 万点 
191㌧ 

２０21年4月～2022年３月 

 
面談同行 
生活必需品

支援 
（フードバンク） 

 
地域の 

「居場所」 

信州 

こども食堂 
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 2021 年 12 月 31 日 250 名参加

の「年越しこども食堂 inしまうち」 

 2021 年 10 月 1 日～2 日開催の

「共食でつながるフェスタながの」 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年 12 月 31 日の「年越しこども食
堂 in しまうち」での、こども食堂には、多く
の子どもと女性 250 面がおと連れ、2 ヵ所で
相談に応じているスタッフは大忙しでした。 

長野県では、深刻化するコロナ禍において不安

や困難を抱える女性が、社会との絆・つながりを

回復することができるよう、こども食堂を運営す

るＮＰＯ法人ホットライン信州と県社会福祉協議

会と連携し、きめ細かい支援を提供するととも

に、生活困窮により十分な生理用品を入手できな

い女性に対して生理用品の提供と相談の緊急相談

事業を 8 月から取り組みました。 

 

不安や困難を抱える女性を応援します 
 

 7 月 17 日（土）、長野県労働金庫労使から

「生理用品ナプキン 2,790 個」を受け取りま

した。信州こども食堂ネットワークへ配布！。 

2021 年 9 月 25 日（土）、塩尻市で、子

ども＆女性応援では、生理用品を無料配布す

るとともに、女性相談や医療相談ができるス

タッフが参加、受付人数は 73 名、医療関係

含めて様々な相談 

を行いました。 

また、長野市の信 

州子ども食堂では、 

毎月第三土曜日の相 

談会に毎回多くの女 

性がおと連れます。 

後日日程調整したの 

ち、継続相談に応じ 

ました。 
 

8 月 11 日(水)安曇 

野市社会福祉協議会 

続く、まつもと学び 

塾の、こども食堂で、

生理用品など提供と 

相談を行いました。 

 

各こども食堂への参加者と生理用品受取人数 
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地域で支え・認め合

い、つながりを広げ、誰

もが幸せな社会を！ 

 

信州こども食堂で子どもと親の相談を受けている 
 

2021 年 4 月～2022 年 3 月 
 

子どもの世話や仕事が忙しく「こども食堂」に 

来られない家庭が多い中、自らの経験を活かした 

「ピアサポート」の相談員数名が、直接食材を届 

けながら、訪問先の相談に対応しケアをしている。 

塩尻 

市民祭 

で女性 

の相談 

を受け 

るスタ 

ッフ 

長野被災地へ宅配相談。 上伊那で相談を受ける 
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多くの皆さんから

「とても助かりまし

た…」 

との感謝の言葉をた

くさんいただきまし

た。 

 

厳冬期の物資配布 
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2021年度の支援物資
は、年間 802,639数
の 191㌧が集荷～配
布されました。 

 

信州こども食堂 NWの 2022年 3月 4,469人、 
2021年度合計年間 39,293人が参加しました。 
 

面談相談ア
ンケート
690件内容 
 

松本市島立公民館前にて、支援 

物資の配布と相談会を行った。 

 



 

 

 

 

 

蔓延する新型コロナ感染拡大は歯止めがかから

ず、私達の 24 時間 365 日の無料相談や要支援者

が例年の 3 倍！コロナの感染拡大に物価高騰で家計

を直撃しており「精神的に追い詰められ、『死にた

い』と言う女性が多い」生活苦限界にあり、弱い立

場の人は、コロナが収束しても改善されるか解らな

い不安を抱え、日々の生活に追われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特に、ひとり親家庭はパート労働が多く「コロナ

禍で収入が激減し、物価高で毎月の出費は増大し、

生活は苦しく、体調崩している。何とかしてほしい

…」と切実な訴えと働き盛りの人から、「就労でき

ない」「社会に溶け込めず孤立している」「心の病」

「先の見えない不安や絶望感に死ぬしかない・・」

等に対応。命を支える支援活動がつづけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生活困窮は深刻化個々に対応した支援の重要性 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がることによって、彼らの中に「自分は一人でな

い、生きていていい、価値ある人間だ」という自己

肯定感が生まれ、社会活動への参加につながる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

このケーススタディを重ねることにより、より充

実した質の高い内容の提供が可能になり、利用者の

ニーズを的確に把握し応える 1 人他役の「こども食

堂がまちのプラットフォーム」としての位置づけが

定着し、人材や協力者が担保され、それぞれの地域

における福祉の総合拠点として持続性が保たれます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
人と人がつながる場が「こども食堂」 

そのためには拠点が身近にあることが不可欠であ

り、県内に 126 ヵ所ある信州こども食堂ネットワ

ーク拠点数を 370 ある小学校区に配置することで、

子どもや家族、生活弱者を支えられる仕組みを作る、

それこそが！ 私たちのミッションであります。 
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10 年間で約 5 万件の相談 
 

支援物資 
80 万数 191㌧ 

感染拡大に値上げ…「母子家庭悩み深く！」 

信州こども食堂ネットワークでの報告があった 1 年間の

602 回は、子ども 22,613 人を 含む 39,206 人参加。 

面談・食糧・ケアなどの生活支援 8,378人年代別件数 
 

2021 年 4 月～2022年 3 月 
 

2021 年 4 月～2022年 3 月 
 

3,295件
数 
 

相談内容内訳 

コロナ禍の影響による離職や離婚、生き辛さ 

を抱えた親子の相談が増え、子どもにも心理的 

貧困という負の連鎖がみられます。複雑多様な 

状況では、画一的なサービスやケアではなく、 

個に応じた柔軟な対応による解決と心の貧困 

を予防できるアプローチの両面が必要です。 

人・物・食・心を繋ぐ地域を巻き込んだ 

SDGsの取り組みを構築しつつ、安心で安全 

な暮らしやすい土壌の構築が必須です。 

貧困の連鎖によって人間の尊厳を破壊され、社会

や他者への信頼を築けず、社会的孤立に陥っている

現状の中で、本事業が、こうした生活困難者とつな 
 

コロナ禍で ～ 広がれ！ 支えあいの輪 
24H相談ケア生活困難者支援・フードバンク～ 
    

亡きスタッフ鳥居さんを囲んで「読売福祉文化賞」を祝う 

コロナ禍の 3 密を避けた公園を活用した「青空こども食堂」 
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長野県会議員 3 名と県民文化部の課長・

係長らが、子どもと女性応の視察をし、県政

反映に向けた意見交換をしました。 

 

NPO ホットライン信州の女性スタッフらは、上田市

で、470名参加の子ども＆女性応援ブースでの面談で、

生理用品などの物資を手に「これで安心して良い年が迎

えられる…」との喜びと感謝の言葉をいただきました 

 5 
 



トピックス・表彰授与と政策提言！ 
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限界だ！「今こそ公助を」 
 まん延するコロナ禍、感染拡大歯止めがかから

ない現状に、社会的に弱い立場に置かれた人が、

コロナ禍で更に追いやられている。 

相談や要支援者は増え続け、今もなお、困窮

は増え続けている！すでに、「自助」と「公助」

では、限界に来ている。 

いまこそ、暮らしを支える「公助」の出番である

と訴えてきた！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

         
 
 
 

▲ 表彰状を手に、信州こども食堂の 

▲ スタッフ    

▲ ▲県民会議会長 阿部守一県知事 

▲ からの表彰状 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7 

令和２年度「塩尻市豊かな、心を育む市民の集い」 

 8 月 5 日（木）、令和 2 年度塩尻市社会

福祉協議会の 第 3 回福祉サポーター養成

講座が、コロナ禍で感染防止のため、サポ

ーター約 40 名が、コロナ禍でも行う「こ

ども食堂の必要性」について、信州こども

食堂ネットワーク青木事務局長が、「コロナ

禍で子どもと親を支える仕組みを作ること

が必要」地域の居場所、見守りの担い手と

して活動する現場の対応を求めました。 

  

参加者の皆さんは、地域の「見守り力」の向

上を目指して、信州こども食堂夏休み「子ど

も＆女性 応援プロジェクト」での食料や生

活物資(生理用品)などの相談や配布などをや

っていただけるよう要請しました。 

長野県将来世代応援県民会議会長 
阿部守一(県知事)より表彰状授与 

2021 年 6 月 15 日、私共当法人は、長年にわたる青少 

年の健全育成活動及び子ども・子育ての「親子を支える」事 

業の功績に対し高く評価され、長野県将来世代応援県民会議 

総会において表彰を受けました。貴県民会議は、長野県の未 

来を担う青少年が、社会における自らの役割と責任を自覚し、豊かな社会性と

優れた創造性を培い、心豊かにたくましく成長することを願って、昭和 45年に

「長野県青少年育成県民会議」が設立され、以降、県民総ぐるみで展開してき

ました「青少年育成県民運動」は、今年度、50 年の大きな節目を迎えました。 
 

▲表彰状を手に、信州こども食堂のスタッフ   ▲県民会議会長 阿部守一県知事からの表彰状 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

2022年 2月 長野市 信州こども食堂ネットワーク長野市長懇談会 

 2月 17日（木）、長野市の居場所づく

りに向けて荻原市長との懇談会を開催し

ました     。 

長野市からは荻原長野市長をはじめ、

こども未来部長、教育委員会次長。NPO

ホットライン信州の村上理事長含む 8

名、こども食堂にかかわる長野市議など

総勢 20人が出席しました。 

※コロナ感染対策で人数制限でした。 

 総合福祉拠点ともなる子どもの居場

所（信州こども食堂ネットワーク）の活

動が小学校区ごとに広がることを願い、

行政や企業、市民の役割、連携のために

必要なものは何かについて意見交換を

しました。 

 村上理事長は、「こども食堂が

小学校区に実現できる方法を一

緒に考えたい」と発言。荻原市長

から「子どもだけでなくみんなの

居場所の必要性を感じており、で

きる限りのことをやりたい」と心

強い言葉をいただきました      。 

【こども食堂側からの主な発言と、⇒長野市からの主なコメント】 

・こども食堂は SDGsの推進、貧困問題や食糧問題の解決にもつながる。 

⇒長野市では「子どもの貧困対策計画」策定のためのアンケートを実施。まだ集計分析途中だ 

が、おおよそ 10％が可処分所得が 250万円以下で、生活が厳しいとみられる。 

子どもの貧困は顕在化しにくく、みなさんの意見も参考に、これから計画を立てていく。 

・長野市内には 30 を超えるこども食堂の活動があるが、まだ十分ではない。市内 54 の小学校区すべ

てに子ども食堂を目指したい。児童館など今ある施設、低利用や廃止した公共施設の活用で、行政と

の連携も期待する。 

 ⇒三本柳のにっこり広場は、運営する方と学校の信頼関係ができていて、学校でも非常にありがたく

感じている。すべての小学校に放課後こどもプラン事業の施設がある。みんなで使える財産として、

活用したい。                             （2面へ続く） 
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した。 

続き【こども食堂側からの主な発言と、⇒長野市からの主なコメント】 

・支援が必要な人に届いているか、市が持つ情報で広報の支援を。 

 ⇒そのジレンマを理解する。 

・企業からの大量の食材、生鮮品の保管には冷蔵、冷凍庫も 

含めた保管場所、輸送、機材が鍵になる。 

・こども食堂の紙芝居の活用を。 

 ⇒朝の読書の時間、PTAや地域のボランティアの読み聞かせに活用したい。 

・公益性を鑑み、施設使用料や固定資産税等の減免も検討いただきたい。 

⇒公益的事業の位置づけで、対応したい。 

・運営継続にあたる経費に対し、継続的な支援ができないか。 

⇒令和 4年度からこどもの拠点整備を進めていく予定。常設など一定の条件 

を満たすこども食堂に対する支援を考えている。また、クラウドファンディング 

などの先進事例があれば参考にしたい。 

 
 

信濃毎日新聞 2022年 2月 26日 

こども食堂の拡充に向け、会場や 

食材の確保などの支援を求めた。 

（ホットライン信州 撮影） 

 
意見を聞き、抱負を 

語る荻原長野市長▼ 
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   長野市 信州こども食堂 

               7 月 17 日（土）、長野市

の「信州こども食堂」は、梅

雨明け直後の夏の空が広が

る中、市役所桜スクエアで屋

外の「夏まつり     」を開きま

した。子ども 98名を含む 

200名が参加。カルピスウォーターを凍らせて作ったかき 

氷に、地元企業協賛のハズレ 

無しの福引き大会、お菓子釣 

や果物などたくさんのフード 

パントリー。 

長野県労働金庫さんから、 

2790個の生理用品いだだ 

きました。更に、七夕飾り 

とカブト虫のプレゼントに 

子どもたちは大喜び！！ 

 いつも 10 名以上参加の大学生ボランティ

アは試験前で不参加。かわりに長野商業高校

の高校生ボランテ 

ィア 7や荻原さん 

らが大活躍    して 

くれました       

 ドミノピザさんから地域支援のピザが届きました      。L サイズが

15枚も    子どもたちが大好きなピザをありがとうございました       

 こども食堂の開催のために頑張ってくださったみなさま、ご協力く

ださった多くの企業様、ありがとうございました。 

 調理室では、いつもの調

理ボランティアさんが腕を

ふるい、長野県水産試験場

が 10 年かけて開発した信

州サーモンを使ったおにぎ

り、五目いなり寿司、唐揚

げ、きゅうりの浅漬け、ミニ

トマト、酒まんとオール信

州の美味しいお弁当ができ

あがりました。 
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安曇野市 cocoro カフェ 

 8 月 11 日（水）、安曇野市社会福祉協

議会が初めて、蔓延するコロナ禍で生活に

苦しむ子どもたちと家族を支援しようと、

こども食堂「cocoro（こころ）カフェ」を

開催しました。 

 NPO ホットライン信州も共催し、100

食の美味しいお弁当とタオルや生理用品

などを提供し、皆さんに喜ばれました。 

当初はカレーを提供する予定でしたが、コロナ感染

対策として中止に。楽しみにしていた子どもたちの

ために、ＮＰＯホットライン信州はお弁当を提供

し、おいしく食べていただきました。 

豊科支所の宮沢さんから感謝のことば 

 「初めての子ども食堂に、多くの市民の皆さん

の思いが一つになりました。実行委員会を立ち

上げ、委員の皆さんの前向な取り組みと、多くの

ボランティアの協力と市民の方からの食料等の

寄付をいただくことができました。 

コロナの影響で、 

カレーのふるま 

いはできません 

でしたが急きょ 

ＮＰＯホットラ 

イン信州から 

弁当 100 食が 

届けられました。 

 まず第 1 歩を踏み出し、今後に向けた 

スタートが切れたと思います。 

こうした活動が各地で行われ、 

少しでも生活困窮者が減少す 

ることを期待しております。 

 今後、皆様からさらなるご 

支援、ご協力を賜りますよう、 

お願い申しあげます。」 

 

8 月 12 日(木) 市民タイムス 

 

こ こ ろ 
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松本市 信州こども食堂 in まつもと学び塾 

 8 月 28 日（土）、松本市の「信州こども食堂 in 

まつもと学び塾」には、子ども 34 名を含む 70

名が参加しました。 爆発的なコロナ感染が続く

中、続けるか・中止にするか悩みましたが…、 

コロナ禍の影響で苦慮している子どもと家族ら

の支援の要望も多く、実施に踏み切りました。  

３密回避でコロナ感染対策を徹底し、お弁当と

ドーナツ・どら焼きなど配布     。公園では、ドロ

ーンの学びやスイカ割り。生理用品など物資配布

で女性応援も実施しました     。 

王将の餃子弁当を手に喜ぶ子どもたち 

8/28(土) 19:57 配信 

 松本市で開かれた「信州こども食堂」のイベントです。経

済的に困窮する家庭の支援や居場所づくりを目的に NPO

法人が月 2 回ほど、食品の配布やイベントを行っています。

コロナ禍を受けて、食事の提供は弁当のみで、イベントも屋

外での密を避けたものに限られています。 

 信州こども食堂ネットワーク 青木正照事務局長「こうい

う状況になればなるど、何とかしてほしいという声、切実な

訴えが届く。何とか応えていきたい」。県内には 100 以上、

こども食堂の活動をするグループがありますが、感染拡大で

開催を断念しているところもあるということです。 

配布した物資の一部 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

こども食堂で子どもスタ

ッフが活動する様子を子ど

もたちへ紹介しました。 
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 10月 11日（月）、長野市の川中島小学校に支援物資を

贈り、こども食堂の取り組みを紹介し、全校生徒へ向けて、        

物を大切に有効  

活用することな

どを伝えました。 

「コロナ禍でも元気 

に頑張って！」と願 

いを込めてタオルや 

どら焼きなどを渡しました。「大切に使います！」「どら焼き美

味しかったです！」とさっそく喜びの声が届き、子どもたちの

笑顔につながるリレーでした！ 

信州こども食堂が 

めざす SDGｓ持続 

可能な３要素 

① 物を大切に、 

② みんな仲良く、 

③ 有効活用の推進 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「共食でつながるフェスタ」 

実行委員会 

14 

「共食でつながるフェスタ」企画会議 6月 3日（木）・実行委員会 8月 19日）開催 

 6月 3日（木）、県庁議会棟で「共食でつながる

フェスタ」企画会議を開きました。参加は、全国食

支援活動協力会と長野県・長野市の関係部局、信州

こども食堂ネットワーク関係者ら約 30名でした。 
 

 この活動は、すべての人が食を通じて参加できる

居場所づくりの推進が目的。活動団体・応援企業・

地元自治体が実行委員会形式で運営し、異分野の多

様な機関が力を合わせて、安定した活動が続けられ

る環境の構築を図ります。 

 

  

 

全国食支援協力会がネットワーク各拠点を視察 
 

 全国食支援協力会が 6月 2日、まるこ福祉会

（東信拠点）とだがしや G（中野市拠点）を、3

日に長野市内のにっこり広場、長野事務所、長野

地域振興局など、信州こども食堂ネットワークの

各拠点を視察し、担当者と意見を交換しました。 

その取り組みとして 10/1・2日「フェスタながの」開催決定。 

 8月 19日（木）、長野市ふれあい福祉センター

で「共食でつながるフェスタ」実行委員会を開催。

参加は、全国食支援活動協力会と長野県・長野市

の関係部局、信州こども食堂関係者ら約 30名が            

出席し 10月 1・

2 日のフェスタ

内容を決めた。 
 

 

  

 

 

10/1 日は、企業・団体向けの 

パネルディスカッションを行い、 

その上で、10/2 日は、各こど 

も食堂関係者による、こども食 

堂の運営についての情報交換と 

交流を行う。 

  

 

 

寄贈品の受取⇒ロジ・ハブ拠点⇒

各こども食堂⇒活用されるまでの

物流の流れのシステム化の研修▶ 

  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

   

無料相談・問い合わせ     ０１２０-９１４-９９４ 特定非営利活動法人ＮＰＯホットライン信州 

ホームページ http://hotline-shinshu.jimdo.com/ 各地での報告や開催日程などをご覧いただけます 

 

 

 

長野市信州こども食堂 古里カフェ  

信州こども食堂ネットワーク事務局    

 10 月 17 日(日)、古里カフェのこども食堂参加者

はこども 19 名含む 52 名でした。メニューは焼そ

ばパン・マスガツオの香味フライ・ポテトサラダ・柿・

ぶどう。スタッフ 6 人でパンランチを作りました。 

また、来れなかった家族には、宅配お弁当を届け、 

子どもたちに喜ばれました。 

 

訪れた方の感想 
 

生理用品を申請している方たちからの声です。 

「生活費がかかるので自分に掛けるお金がなく

1 番安価な生理用品を使って、かぶれたり、不快

な思いをして来ましたがおかげさまで気持ちの

良い生理日を過ごすことができました。続けて頂

けるのも本当にありがたいです。お友達にもぜひ

教えてあげたいです。」喜んで頂け嬉しいです       

また、コロナで失業、就職先もない。もっと生

理について理解が必要です。恥ずかしくない、気

軽な応援して欲しい等々ご意見を戴きました。 

 「子ども＆女性応援プロジェクト」

では、親子の相談者の話しを聞いて対

応しています。帰りには、生理用品や

生活物資を無料配布し、継続応援をし

ております。受付人数は、女性 13 名

こども 6 名含む 15 名でした。相談で

きなかった方は日程調整中です。 

信州こども食堂の女性応援相談所 

宅配で家族を応援しています 

こども食堂などに 

来られない家庭には、 

直接食材や生活用品 

を定期的に無料でお 

届けをしています。 

 

 

 

 

困っている方がいれば・・ 

どなたでもご利用できます 

。今回は数件でした。次回 

お気軽にご利用ください。 
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ゆる笑 happy こども食堂相談 
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    長野市 ＳＤＧｓに取り組む 信州こども食堂ネットワーク 

 10月 1日（金）・2日（土）に長野市内で開

いた「共食でつながるフェスタながの」。 

１日は、長野市芸術館を会場に「SDGs パネ

ル・ディスカッション」。子どもの支援に関心の

ある企業や県内の関係部局、信州こども食堂ネ

ットワーク関係者ら 52 名に加えて、ＺＯＯＭ

で全国へ配信され、約 100名が参加しました。 

こども食堂の紙芝居 
 

ＳＤＧｓをテーマに

「ボクらのこども食

堂」と題した紙芝居

が披露されました。

子どもの目線で、こ

ども食堂＆カフェが

内包する多様性が描

かれていました。 

受付ホールでは、こども食堂のチラシ

や、提供された食材を一つも無駄にし

ないメニューが紹介されました。 

第１部では、長野県内のこども食堂の広がりやコロ

ナ禍の取組み、また長野県内における企業との連携       

を通じこども  

食堂を支援す

る意義などに

ついて各登壇

者からご報告

いただきまし

た。 

できることから、子ども達のために支援の一歩を 
 

 第２部のパネル・ディスカッションでは、ダイド

ードリンコ㈱の自販機設置によるネットワークの

財政支援や、㈱ジン・コーポレーション（海鮮どん

八）のお菓子寄贈と飲食店の会場を提供した取り組

み、松本中央ライオンズクラブによるフードドライ

ブを通じた支援の事例など具体的にできることを

示して、子どもたちのために支援の一歩を踏み出そ

うとする企業を後押しする機会になりました。 



 

   

 フェスタの 2日目、長野市のふれあい福祉センターには、こども食堂に関心のある方や、これ

からはじめたいと考え 

ている方、こども食堂 

への支援を模索してい 

る企業の方などを含め、 

約 80名が集まりまし 

た。  

こども食堂を県内３７０小学校区へ 
 

信州こども食堂ネットワークでは、全国から届く食料を活動団

体へ公平に分配する仕組みを多くの団体等と連携し推進していま

す。また、安心・安全に活動する環境整備のために、衛生や食料管

理について記載されている全国食支援活動協力会発行の「あんし

ん手帖」を通じた啓発促進、保険加入の呼びかけを行いました。  

コロナ禍で生活苦や不安を抱える世帯が「食」をきっかけにつな

がり、相談援助を行う、まさに『地域のプラットフォーム』形成が    

はじまっていることを発信し、一つ一  

つの取り組みが子ども達の未来 をつく

ること、つながるためには子ども自らが

徒歩圏内で通える小学校区 370 ヶ所に

居場所が必要であることを訴えました。 

こども食堂を運営するみなさんとの交流 
 

後半のグループに分かれた情報交換会では、こども

食堂を継続させるための運営、子ども達から高齢者ま

で地域に根ざした活動となるための広報、会場確保や

食材確保の課題など活発な話し合いが行われました。 

すべての人が食を通じて参加できる居場所づくりの推進・

安定した活動が続けられる環境の構築を目的に開いたフェス

タ。活動団体・応援企業・地元自治体が実行委員会形式で運営

しました。異分野の多様な機関が力を合わせ、休眠預金事業を

活用し、県・長野市の関係部局、信州こども食堂ネットワーク

加盟の各こども食堂や信州こどもカフェ、社協、食支援協の今

給黎さんの話など大きな成果を上げることができました。 

参加者の皆さんには、活動で使うための女性支援用物資や

京都から届いた食材、地元野菜を配りしました。多くの方々の

協力のもと、２日間を無事に開催することができたことに感

謝です。１人でも多くの子ども達に寄り添う活動に資するよ

う、引き続き進んで参ります。ありがとうございました。 
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上田市 こどもレストラン“きらっと” ＆  こども居場所セミナー

ナー 

 １２月４日（土）、上田市の（社福）まるこ福

祉会で開いた第 40回こどもレストラン“きら

っと”には、子ども 51 人を含む 122 人が参

加しました。体験メニューは、世界でひとつの

手作りデコレーションケーキ。 

続く、こども居場所セミナー（地域への志あ

る方、約６０名）と盛り沢山の１日でした。 

 

 昼食後は「こどもの居場所づくりセミナー」が開催されました。 

高校生が運営する「おけまる食堂」の活動報告

や、信州こども食堂ネットワークから「こども食

堂の必要性について」を聞き、セミナー後に各 

グループに分かれグループワーク（つながり）を 

行いました。 

 

 

 

 

 今回も支援者の皆様のご協力により、楽しく子ども食堂とこどもの居 

場所づくりセミナーを開催できました。本当にありがとうございます。 

株式会社柳原製作所 柳原幸生様、ＮＰＯ法人土と人の健康つくり隊  

伊藤勝彦様、農業生産法人株式会社 信州市田酪農 富永渡様、有限会社  

信州ファーム荻原 荻原昌真様、中藤幸雄様、ＮＰＯホットライン信州。 

 

楽しくケーキ作りを体験しました 

  Xmasメニューは、ビーフシチューに手作り

ロールパン、野菜サラダ、リンゴのコンポート、

いちご、ぶどう、ヨーグルト、牛乳に、手作り

ケーキ。立科シンフォニーによる「人形劇」、

「ブラックシアター」、「ピアノ演奏」。 

そして全員にポケモンのクリスマスツリー

とキノコのお土産つきです！ 

「おいしいよ」と姉妹で

ピース 

人形劇「腹ペコあおむし」 

土屋陽一上田市長より激

励をいただきました 

セミナー後に各グループに分か
れグループワーク（つながり） 

「まるこ福祉会」柳澤 
理事長より地域共生の心 

高校生が運営する「おけ 
まる食堂」の活動報告 

「信州こども食堂ネットワーク」 
 こども食堂の必要性について 
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信州こども食堂ネットワーク意見交換会 

 1月 25日（火）、すべての人が食を得られる環境を

整備する「長野県における、子ども達の居場所づくり

支援に向けた説明会・意見交換会」がオンラインで開

かれました。 

食を通した地域の居場所づくり活動が安定的かつ

持続可能なかたちで広がることをめざして NPO ホッ

トライン信州が主催し、一般社団法人全国食支援活動

協力会が共催して、信州こども食堂ネットワークの行

政・各種団体関係者との意見をもとめました。 

 

説明と意見交換は、ZOOMを使ったオ

ンラインで行われ、長野県次世代サポー

ト課、人権・男女共同参画課、長野県社

協、安曇野市社協、まるこ福祉会ほか、

信州こども食堂ネットワーク関係者な

ど 24名が参加しました。 

NPOホットライン信州より取組の成果報告 
 

 企業等からの大量寄贈を受け止められるインフラ

整備が進んできている。この活動をより豊かに、持続

可能なものにするためには総合福祉拠点、各こども食

堂をプラットフォームにしていく必要がある。 

 

近況報告では、コロナ禍での苦労

や物流の状況など各こども食堂の状

況をききました。また、支援活動での

気づきでは、「こども食堂に出て来られ

ない、知られたくないという思いをもっ

た方々が厳しい状況に置かれている」、

「障がい者支援や地域の包括センター

など他分野の支援団体から食材がなく

て物資提供の相談を受けることがある」

といった話がありました。 
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信州こども食堂ネットワーク評価委員会 

 1 月 25 日（火）、「長野県における、子ども達の居

場所づくり支援に向けた説明会・意見交換会」で出さ

れた意見などをもとに、これまでの取組と現状、課題

を考える「『共食』と『食育』でつなぐ子ども居場所物

流整備事業」における評価委員会を開催しました。 

 

＜評価委員会での統一意見の要約＞ 

① 食フェスタを通じて行政や企業等との関係性が増し、 

保管場所が増えたり食糧寄付が増えてきている。 

② 食料寄付が増えたことで、こども食堂だけでなく、 

児童養護施設への食糧支援ができるようになっきた。 

食糧支援の供給量は増えてきているが、コロナの影響 

で食糧支援のニーズもそれを上回って高まっている。 

③ 保管機能については強化しているが、まだまだ保管 

・運送・事務局体制の強化が必要。 

④ 各体制の強化については、いち団体では難しく、行政・企業・NPO・市民の協力が更に必要 

⑤ 次回の評価委員 

会では、2022年 

度の各体制を強化 

する計画づくりに 

ついて話し合って 

いきたい。 

 

＜物流拠点の状況＞ 

NPOホットライン信州より現状報告 
 

 増える寄贈物資の保管機能については、新たに 2ヵ所

の長野市は、むすびやの拠点の整備をしている。塩尻は、

常設の倉庫兼居場所を拠点として浅田スタッフが事務

所に常駐しながら、活動を計画している。物流拠点も含

めて塩尻と長野で場所が整備されれば、物量の増えた分

は確保できるが、冷凍食品の取り扱いが課題。長野には

冷凍庫があるが、中信・南信には業務用の冷凍庫しかな

く、需要と供給が足りていないので早急の整備が必要。 
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長野市 信州こども食堂＆長野県と県議会議員視察

 11月 20日（土）、長野市の「信州こども食堂」には、

子ども 33名を含む 83名が参加しました。 

多くの企業よりたくさんの食材をご提供いただき、たく

さんのボランティアさんに支えていただき、とても豪華な

愛情たっぷりのメニューに、みんな大喜びでした       

 

 新型コロナウィルスが子ども達の

心に残した影響は奥深く、会場内での

食事が可能な状況になってもお弁当

の持ち帰りを希望するお子さんも…

お弁当を詰めている間もなるべく人

の少ない会議室でポツンと待つ姿に、

なんとも言えない気持ち 

になりました        

こども達の中には、 

デリケートな感性を 

持った子もいます。 

みんなが楽しめるこ 

ども食堂にするため 

に何ができるかな〜 

コロナ禍でも楽しん 

でもらえる方法はな 

いかな〜悩ましいな 

〜と思う町田店長 

でした。 

来月はみんなで 

楽しめるといいな      
 

 

 長野県会議員 3 名と県民文化部の課長・

係長らが、信州こども食堂の食材や支援方法 

について 

県政反映 

に向けた 

意見交換 

をしまし 

た。 

豪華なお弁当が並びました 

 

会場内では、ポケ

モンが印刷され

たペーパークラ

フトのクリスマ

スツリー作りを

楽しみました。 サンエイさんのボランティ

ア 3名料理づくりに奮闘 

 

受付で野菜などを配布 

たくさんの衣類も並びま

した 

子どもと一緒

に女性相談 

町田店長に食材の有効活用と 

篠原女性相談員らに質問をする県議 
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 塩尻市 子ども＆女性応援プロジェクト 

 9 月 25 日（土）、塩尻市 GAZA 店で行われた

「子供の虐待防止コンサート」（主催：オレンジリ

ボン、後援：塩尻市社協）イベントに共催して、NPO

ホットライン信州が進めている「子ども＆女性応

援プロジェクト」と、コーチング事業所「時の駅」・

看護師塾 S♡T 塾長の八島思保代表ら支援スタッ

フ２名が参加しました。 

 

訪れた方の感想 
 

・メディアで取り上げられている社会問題が、身近で起きているな

んてビックリしました。・とても大事な取り組みだと思います。無

料でも遠慮しちゃうのが日本人ですよね。・気軽にいただいている

人がいることで、負い目なく自然にいただくことができた。・娘が

多いので助かります。すぐに渡したい。・今は子どもの成長も早く

なって、早い時期から生理用品が必要になっている。・私たちの年

齢だと生理用品よりも尿漏れのパットがほしい。・コロナでバイト

も減らされて就職先もない。・生理の貧困は経済的な事だけではな

いと思う。お金があっても貧困はいる（心理的に）。いろいろな意

味で救いになると思う。・もっと生理についてオープンになるべき

だと思うから、生理用品！って大きく掲げてくれることはジェンダ

ーとしても大切。・恥じないで、気軽な支援って大切。等々 

たいへん好評でしたので今後もプロジェクト

としてイベントに参加する予定です。 
 

１０月２４日 塩尻市広丘吉田地区文化祭 

（吉田地区公民館） 
 

１１月２日 塩尻市文化祭 

（総合文化センター） 

※ 事務所での個別相談 対応しています。 

予約制です。ご連絡ください。 

 子ども＆女性応援では、生理用品を無料配布するとと

もに、女性相談や医療相談を行いました。受付人数は 73

名、要相談者は６名でした。また、時間の都合で継続相

談となった方は後日カウンセリング予定で日程調整す

ることにしました。 
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子ども＆女性応援プ

ロジェクト・信州こ

ども食堂開設 

 11月２日（火）、塩尻市文化祭（総合文化センター）

のイベントに、NPO ホットライン信州が進めている

「子ども＆女性応援プロジェクト」と「信州こども食

堂フードパントリー」が参加。NPO ホットライン信

州支援スタッフ 4名と子どもが運営しました。  

 参加者は、子ども 11名を含む 32名と塩尻市児童

民生委員の方々も参加し、支援を必要としている人た

ちにと・・支援物資を持ち帰りお届けしました。 

訪れた方の喜びの声・・ 

・コロナ禍で仕事もバイトも減らされて、

経済的苦しい時に、無料で食材や生理用品

などいただけてとても助かります。 

・毎回開催していただけると嬉しいです。 

 正面入り口では、コーチング事業所

「時の駅」・看護師塾S♡T塾長の八島

思保代表が、子ども＆女性応援プロジ

ェクトとして、生理用品を無料配布す

るとともに、女性相談や医療相談やケ

アなどカウンセリングも行いました。 

 児童民生委員の

皆さんに、女性問題

と課題について現

況を説明をしてい

る、八島思保さん。 
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上田市 丸子ライオ

ンズクラブ＆ホッ

トライン信州 

 12 月 19 日（日）、丸子ライオンズクラブが

主催して上田市で開いた「０円スーパー、０円食

堂」。NPOホットライン信州     (信州こども食堂

ネットワーク)が共催して、他団体・個人から大量

物資を集め、407 名の方に無料提供しました        

 30 代のお母さんは、小学生の娘さんを

連れて「母子家庭で生活が苦しく新聞チラ

シをみて安い商品を選び少なめに購入し

ますが、今回は大量の食料品をいただき助

かります」と、皆さん重いバックを持って

笑顔で帰っていきました。 

 NPO ホットライン信州の女性スタッフ

らは、子ども＆女性応援ブースで面談しな

がら、生理用品などの応援物資を渡すと「こ

れで安心して良い年が迎えられる…」との

喜びと感謝の言葉をいただきました       。 

コロナ対策で入場制限したにも関わらず

多くの方が訪れてにぎやかでした 

 

開店前にたくさんのお客さんが並んだので

時間を早めて開きました 

当日の運営スタッフ・ボランティアさんたちです 

赤ちゃん 

には粉ミルク 

をどうぞ！ 
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真心の灯油 

サービスです。  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

You 

Tub 

  12月31日（金）、松本市島内公民館で、「年

越しこども食堂 in しまうち」を開催し、子ども

120 名を含む約 250 名が参加 しました。 

明るい新年願い 

年越し物資配布 
松本市 年越しこども食堂 in しまうち 

毎回ご寄附をいただきありがとうございました。

子どもたちからの 600 通を超えるお礼のメッセー

ジを「おじいちゃん・おばあちゃん・おじちゃん 

おば ちゃんたち」を代表して受け取り、ご披露さ

せていただきました。 

 

食材・衣類・ドーナツなどの応援物資

２万点・１㌧を配布しました 

新年は、明るく・元気に・笑顔になって欲しいと

の想いを込めて、島内の東方町会の皆さんによる本

格の手打ち年越しそばに、新鮮なイチゴとリンゴの

チーズタルト、豚汁を食べていただきました 。  

手打ちそば

を打ってくだ

さった東方町

会へ感謝状の

授与式 

多くの食材、お米、牛乳、衣類、生理用品夜昼用など

たくさんの物資を持ち帰っていただきました。 

子どもと女性の相談に乗るスタッフ  

様々な面談に応じている 
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塩尻市 信州こども食堂 in あじさい 12/11・1/7

 1 月 7 日（金）、塩尻市社協地域福祉推進センターが「信州こども食堂

in あじさい」の協力で「餃子の王将お子様弁当先着 50 食（無料）」に合

わせて、NPOホットライン信州より、みそ汁・こんにゃく・大根・のど                  

飴提供を配布しました。 

 12 月 11 日（土）、「信州こども食堂 in 

あじさい」は、ひとり親で経済的に困難な 

家庭の子どもに、食材などを配りました。 

メニューは、ホット 

ライン信州からの 

チャーハンを Xmas 

用の チキンライスに 

アレンジして美味しく 

しました。 

 寒い中、開始前より子ども 38 名含む 71 名がき

ましたので早めに、お弁当と食材を渡しました      。

受け取った方からは、「餃子お弁当楽しみにしてい

ました」、「とても助かります。子どもが喜んでいま

す」、「こんなにたくさんいろいろいただけて幸せ」、

「家族で楽しんで食べます」喜びの声でした。     。 
先着 50 食限定で、もらえなかった方々から

も「たくさんの食材が貰えるだけ嬉しいで

す」。部活帰りの中学生も訪れ「ありがとうご

ざいます、食べて元気になります」、「寒い中

ありがとうございます」と喜ばれ､感謝されま

した。配布 30 分で終了でしたが、たくさん

の方々に物資がわたり、新しい年の第一歩が

スタートしました。         。 

松本市民タイムス 2021 年 12 月 14 日 
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市民タイムス 2022 年 3 月 21 日 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 松本市 信州こども食堂 in まつもとどん八 

2 月 11 日に SBCテレビと 

ラジオで放送されました。▶ 
 

 

コロナ禍の影響で苦慮している 

子どもと家族が元気にと、前回に 

引きつづき、玄向寺様の「浄土宗 

ともいき財団」助成事業で「そ 

うすかつ丼 50 食」とドーナツ、 

お菓子果物を届けてくれました。 

どん八様の「いなり寿司」、三菱食品様からマンゴーフロ 

ーズンケーキとチーズケーキをいただき、食材とお菓子 

、生理用品、衣類などの物資の配布を受け、皆でコロ 

ナを吹き飛ばそう！の機運が盛り上がりました 。 

 2 月 10 日（木）、松本市の「信州

こども食堂 inまつもとどん八」は、

夕刻の雪降る寒さの中、子ども 46

名を含む 78 名が参加しました。 

   松本市焚き出し隊

みらい様から「温か

肉まん」と「ウインナ

ーソーセージ」をい

ただきました。 
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長野市 信州こども食堂 in 篠ノ井に 477 名 

 年度末にかけて、ひとり親家庭を中心に子育て家庭を支援

するため、大きな県営団地が近くにある篠ノ井地域で 3 月

19 日 24 日 30 日の夕方、長野市の JA グリーン長野グリ

ーンパレスで「信州こども食堂 in篠ノ井」を開催しました      

 地域のニーズを探るためのアンケートを 

参加者にお願いしました。結果から見えた 

状況は、ひとり親に限らず 88％の子育て 

家庭が「生活が大変」と感じていることが 

わかりました。改めて私たちの 

役割は重要だと感じました。 

これからも信州こども食堂は、 

子育て家庭のみなさんの、 

ほんのちょっとの助けと 

なるべく力合わせて活動し 

ていきます。 

篠ノ井地域のみなさん、第 

３土曜日のふれあい福祉セン 

ターにもおでかけくださいね！ 

 

 お母さんたちから「子どもたち

が春休みになり、毎日３食のごは

んの準備と、新学期に向けての準

備。子育て世帯には、この時期大

きな出費が重なるので、こども食

堂で美味しいお弁当に、たくさん

の支援物資はとても助かる」と大

好評でした。 

19 日は、子ども 80 人を含む
143 人。24 日は、子ども    

147 人を含む 221 人 

もの参加にび
っくり       ！
しました。 

         30 日は、子
ども 118 人
を含む 187
人が参加し

ました。 
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 塩尻市 信州こども食堂 in しおじり 

 3 月 29 日（月）と 31 日（水）の２日間、

塩尻市片丘の物流拠点で「信州こども食堂 

in しおじり」を初開催     しました。 

 郵政局の職員が視察に

訪れ、支援物資と女性応援

プロジェクトについて協

働で取り組むことを検討

しました。詳しくは後日の

ネットワーク便りで報告

します       。 

 この拠点では、学習スペース「こすたば」も新設予定。4月 26 日か

ら毎週火曜・木曜（17 時〜19 時）の２時間開催します。地域の食と

学びを支え、交流を育む場所として進化しづけます！ 

会場は、全国からの支援物資を集約し、中南信地域の信州

こども食堂ネットワークへ届ける重要な拠点        。立地が良

くアクセスしやすい場所で、入りやすさと広さも十分です。 

 地域の多くの方に、福祉の拠点として活用

いただきたい！春休み中の子育て家庭を応援

したい！そんな思いから平日の開催。 

急な開催にも関わらず、29 日は子ども 22

名を含む 34 名が参加。31 日は子ども 31                  

名を含む 60 

名、延べ 100

名の参加があ

りました。 

支援物資や古着を

選んでいる間、手作

りの万華鏡作りに

楽しむこどもたち 
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「信州こども食堂」は、全国フード 

バンク推進協議会・全国食支援活動 

協力会を始め、協力団体・企業・お 

寺・個人など、多くの皆さまのご支 

援を賜っております。 

 お寄せいただいた寄贈品は、各地 

の「こども食堂」と必要とされてい 

る方への支援に生かしています。この場をお借りして厚く 

御礼申し上げます。「信州こども食堂ネットワーク便り」 

「SNS」等で掲載した一部を紹介させていただきます。（順不同・敬称略）  

 いただいた食材をフル活用する信州こども食堂ネットワークの各食堂  
 

 

「信州こども食堂ネットワーク」の 

各こども食堂では、県内外でご寄贈い 

ただいた食材や食品を無駄なく活用し 

ています。また、余った食材などは、 

必要としている、子ども世帯の家庭に 

持ち帰っていただき、家族での食卓で 

利用して頂いております。 

2021 年 3 月～2022 年 4 月までの 

受取物資と配布物量は、80 万点・191 ㌧ 

と多くの方々のご協力により、支援させていただきました。 

ありがとうございました。 

 

  

 

 

 

 
 

信州こども食堂応援リレーの紹介 

“もったいない”を“ありがとう”の笑顔につなぐリレ

ー！ 

「信州こども食堂」で、食材を有効に使いながら、

子どもたちと一緒につくって、美味しく食べています。 

全国フードバンク推進協議会や全国食支援活動協力会などを通じて、全国各地

の企業様から、多くのご寄贈品が届いています。 
 

ご寄贈していただいた、支援物資は「信州こども食堂ネ

ットワーク」や「フードパントリー」を通じて、支援が必

要な家庭に渡り、子どもと家族の笑顔に変わっています。 



 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支え合う 思いやりの 輪がこんなに 
 ひろがりました （2020年 1月～12月） 
 

女神さまは以下の方々です

TI/EI/SI、KY、KK、TM様 
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(2021年 4月～3月) 

図書券を手にした子

どもたちは、早速ド

リルや参考書・文具

類を買いました。 

8 月本店営業部青年女性委員会よりご寄贈品 

2 月松本労金青年女性委員会よりご寄贈品 
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毎年・毎回 

このお菓子のご寄贈は、パチンコ店に訪れるお客さんやスタッフの方が景品でもらうお菓子

などを “子どもたちに食べて欲しい！” との思いで集まったものです。 

ご寄贈を受け、各こども食堂や支援を必要としているご家庭へお届けしています。 

子どもたちは、毎回たくさんの種類のお菓子を楽しみにしています。ありがとうございました。 

APULOさんより、毎月第 2 木曜日信州こども食堂 in

まつもとどん八の時にお菓子を戴いております。 県内でパチンコ店のニュート
ーキョーグループを展開する
長野市のサンエイさんは、 夢
チャリティーと名付けた寄付
は 15 回目で、県児童福祉施
設連盟と県立こども病院に各
200 万円を、今回初めて県内
126 か所のこども食堂をサ
ポートするホットライン信州
に 100 万円の贈呈をしてい
ただきました。 

サンエイ様からご寄附いただきました 

また、「信州こども食堂」貴社の従業員さんがボランティアにも
参加。さらにパチンコ店で景品交換に使用している端玉菓子の
配布を行っています。こども食堂に集まったお子さんは勿論、親
御さんにも大変好評いただいています。今後もこども食堂への
支援活動を引き続き行っていくともお言葉もいただきました。 

https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%83%91%E3%83%81%E3%83%B3%E3%82%B3%E5%BA%97&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%81%93%E3%81%A9%E3%82%82%E7%97%85%E9%99%A2&fr=link_kw_nws_direct
https://search.yahoo.co.jp/search?ei=UTF-8&rkf=1&slfr=1&qrw=0&p=%E3%81%93%E3%81%A9%E3%82%82%E9%A3%9F%E5%A0%82&fr=link_kw_nws_direct
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6 月 17 日～9 月 9 日 

女性応援プロジェクト

も、各会場同時開催し、

生理用品を必要な方

360名にお渡し、様々な

生活相談をしました。 
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11 月下旬と 12 月 16 日(木)波田 

町の太田達男さんから、りんご(ふじ) 

3800 個 

1200 ㌔ 

のご寄贈 

がありま 

した。 
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お問い合わせは、NPO ホットライ

ン信州 

0120-914-994 にお願

いします。 

12 月 30 日(木)、全国食支援活動協力

会を通じて、アサヒグループ食品様から、

みそ汁・スープ８種類、のど飴ミンティア

ブリーズなど 30, 552 袋、約 8ｔが松本

市の本部事務所・12 月 27 日(月)にまる

こ福祉会に届きました。ありがとうござい

ました。 

早速！12 月 31 日の「年越し信州こど

も食堂」で配るほか、コロナ禍で苦慮して

いる子どもと家族のためにと、県内それぞ

れの信州こども食堂ネットワークと「各地

域 こども食堂」や「必要としている ご家

庭」に 順次配らせていただいております。 

上田市に 4ｔ車で届く 
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松本市に 4ｔ車で届く 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども食堂のつくり方 
こども食堂には、いろいろな形と多様

性がありますが、「こうでなければ」

という決まりはありません。 
「なにかをはじめたい」という方のために「こ

ども食堂のつくり方」のイメージを簡単に紹介します。 まず 準備として 

イメージしてみましょう 

○ 月に何回開くか 

 (月 1～2 回が多い) 

○１回の利用者数は何人か

(1回20～30食が多い) 

〇どんな人に来てほしいか

(子ども・親・サポーター) 
 

他地域の実施例を見学 
「長野県各地の『こども食

堂』」を参考に、お近くの 

あるいは自分の思いと共

通するような場所へ見学

に行ってみましょう 

(公民館・お寺・個人宅など

数カ所見学)  

よし！やってみようと思

ったら、まず 実行 
仲間を集めましょう 

開催の周知や会場の準

備、食材の手配、料理、片

付けなど、仲間と分担する

のがおすすめ 

「場所とネットワークを」 

はじめてから仲間や協力

者が増えていくことも

あります(食材を提供す

る方、調理師・栄養士の

方、資金の提供者や 

ボランティアの募集)  

 

＜実際に考えるあれこれ＞ 

 

●場所 

公民館などの公共施設、 

お寺、個人宅、飲食店など。 

利用者数にあわ 

て、無料または安価で利 

用でき、こどもたちが集 

まりやすいのが良い。 

 

●運営費 

 場所代、光熱水費、 

 食材費(子ども無料・大 

人100～300円のカンパ)、 

チラシ作成などの宣伝費 

 

●周知・呼びかけ 

 こどもたちへどのよう 

に知らせるか。どんな人 

に来てほしいか。 

どんなチラシを何枚つく   

り、どこへどのように配 

るか。 

 

●当日の運営方法 

 準備の開始から調理、 

片付けまでの段取り。 

食事提供以外の企画。 

役割分担。 

総括と次回への活用。 

 

《重要》 

安全に細心の注意を！ 

こども食堂をはじめるに

は、特別な資格はいりませ

んし、届け出を出す必要は

ありませんが、食べものを

提供する以上、その安全に

は細心の注意が必要です。 

信州こども食堂ネットワ

ークでは、調理上の注意な

どをまとめた「衛生マニ

ュアル」を備えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

不測の事態に備えた保険加

入は「ホットライン信州」

への加入で大丈夫です。 

開催前後の報告は必須です 

信州こども食堂ネットワークが応援します 
 

運営方法はもちろん、県民や協力企業などからご提供いただい

たお米・食材や子ども用品の分配、チラシの作成とＮＰＯホット

ライン信州ホームページでの周知、「信州こども食堂ネットワー

ク便り」の編集、指導員・専門家の派遣など、「なにかをした

い」みなさんを応援しています 

子ども支援リレーの充実 

「子ども用品・服などの無

料提供と食品・子ども用品

寄贈募集受付の検討 
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12月 10日(金)新しい時代にふさわしい 

福祉活動を実践している 団体や個人を顕彰する 

「読売福祉文化賞」の受賞６団体が決まりました。 

一般部門に 45件の応募の中から「NPOホット 

ライン信州」など３団体が受賞、オンライン上で 

表彰式が行われました。 

 

 

 

 

 ▲ 表彰状   ▲トロフー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO ホットライン信州 2021 年読売福祉文化賞を受賞 

受賞授与のあいさつ 

「今回の読売福祉文化賞の受賞は、私どもの事業に賛同し、 

ご支援を戴きました、多くの企業・団体・個人の皆様々 

と活動に関わったスタッフとボランティアの 方々、お一人

おひとりの『心合わせ と 力合わせ』の成果につながったも 

のであります。  皆さん、ありがとうございました。」 

 

活動に関わったスタッフと

ボランティアの 方々、お一

人おひとりの『心合わせ と 

力合わせ』の 

成果につながったものであ

ります。  皆さん、ありが

とうございました。」 
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コロナ禍の環境で困窮している 
学生にお弁当 430食と食料支援  
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２０２１年 6 月 2 日 信濃毎日新聞 
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2021 年 10 月 27 日（水）、

塩尻市レザンホール、塩尻市民

生童委員協議会総会に約 200 名

が参加して「コロナ禍における

こども食堂と生活困窮者支援」

と題して講演を行いまし。講師

の NPO ホットライン信州 青木

正照専務が「コロナ禍で急速に

広がった貧困・格差と無縁社会

の底割れした社会をどう立て直

すか…コロナ禍の今こそ政治の

出番“公助“」の必要性を 

訴えた！ 

 

70 
 

41 
 

２０２１年 10月 3日 信濃毎日新聞 

10月 28日(木)NBS長野放送で放映 

8月30日(月)夕方、 

NBSテレビの特集 

 
 映像が YouTube で観える 
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10 ㌧車で冷凍食品が届く、    冷凍食品 すり身団子 1000 人分  野菜の配布 

圓淨寺さんからお米・砂糖など沢山届けてくれました。    冷凍食品 牛・豚の肉など届ける  

ケイズさんからのお菓子を受け取る            アポロさんからのお菓子を選ぶこども  

デリシアさんからのお米の贈呈  年金くらしのお年寄りが、食材や支援物資を受け取りに来る  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信 濃 毎 日 新 聞  2022年 2月 1日(火) 
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経済的に困っている家庭だけでなく、地域の人たち 

も利用できる松本市の「こども食堂」が 29 日開かれ、 

親子連れなどおよそ８０人が訪れました。 

２０２１年 1 月 20日 (木)  信濃毎日新聞 

72 
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信州 NHK NEWS 2012 年 11 月 30 日 

松本市の「寄り添いこども食堂」が 

朝と夕で放映されました。 

 

松本市里山辺では地元のボラ

ンティアグループが毎月、「こど

も食堂」を開いていて、新型コ

ロナウイルスの感染が拡大して

以降は、テイクアウトを取り入

れ食事を安く提供しています。 

 

「こども食堂」では、経済的な理

由を抱える家庭だけでなく、新型

コロナの影響で人と接する機会が

少なくなっている人たちにも食事

を提供して、地域交流の場所にし

ようと取り組んでいます。 

弁当を受け取った母親は「毎月来

ています。食事もそうですが地域

の人と交流できて助かっていま

す」と話していました。 

 

 

 

 

この食堂を運営する田口恵子さ

んは「コロナが落ち着いたら、みん

なに食べに来てもらえる場所にし

たいです」と話していました。 

https://www3.nhk.or.jp/lnews/nagano/


長野県みらい基金

ひまわり食堂

                                             個人  約 2,800名以上多数

玄向寺こども食堂

寄り添い子ども食堂

ゆいまーる子ども食堂

ゆる笑happyこども食堂

若宮きずな塾

軽井沢もぐもぐキャンプ

　ハッピーハウス

きずな食堂

きずな便

ヨリバ

NPO法人えんまるこどもカフェＨug グンジャピハーリー食堂

無料こどもじゅくHATA

あづみのcocoroカフェ

こども食堂「ねやねや」

あがりこどもカフェ

おかまのおうち 学び舎楽人

信州こども食堂inこまがねＳta

こどもカフェだらっと

子ども食堂アムール

こどもカフェむぎむぎ

こどもアトリエももも

グリュック子どもカフェ

信州こども食堂たてはや

信州こども食堂みちくさ

こども食堂まんま

SOS上伊那

薬糧開発 キューピー

木島平こどもカフェ ベンチ食堂信州豊南短期大学 長野短大 長野平青学園

全国食支援活動協力会

フードバンク山梨 日本百貨店協会

二鶴堂 順正学園・モランボン

塩尻市コミュニティスクール

野沢温泉　なかよし食堂

子どもレストランきらっと

色と香り子ども食堂

キッセイ薬品 日本アクセス 八十二銀行

信州大学 松本大学 長野大学

新潟大学 立命館大学 京都大学

ひなたぼっこ100円食堂  託児付親子食堂  親子息抜きご飯

子供の未来をかんがえる会

  

Ｇプロジェクトこども食堂

長野市　ふれあい教室

だれでも食堂　東御市

パルシステム連合会

ＮＰＯ法人豊島子どもwakwakネットワーク

アップルツリー おとなとこども食堂

まじめ家食堂 のぞみ福祉会こども食堂

はらぺこあおむしこども食堂

中日本フード（株）

ＪＡ中野市

ライオンズクラブ国際協会334-Ｅ

丸善食品・アスザックフーズ

ダスカジャパクァウテッモック

中野市　なかのこども食堂

信州ビバレッジ労組

ダイドードリンコ

あづみ野おなかまキッチン

塩尻市芸能文化協会

信州自然こども食堂大鹿村 信州こども食堂inみよた

山ノ内みんなの食堂

　〃　にじいろ子どもカフェ

　〃　キラキラカフェ高丘

中部圏地域創造ファンド

新光電気労組 炭平

共和園芸 三井金属

信州こども食堂inこもろ

ニッタイ株

丸紅（株） 住友商事

高相物産・タッパーウェア―

長野銀行 すみれ会

おてらおやつクラブ

長谷寺・長光寺・圓浄寺

圓成寺・玄向寺・安養寺・牛伏寺

柄木田製粉株式会社

　HAARTYDECO

㈱テンホーフーズ （株）明治

夢かなえ ひとつぶの麦

飯山こども食堂

池田町実家の茶の間 あじさい

こども誰でも食堂

いただきます食堂

こどなcafé

おでかけこどもカフェ

とよの幸腹食堂 もんも子ども食堂

ほんわか食堂季の味

はぐくみ子ども食堂 つくしの会

三世代ごいっしょ食堂

またあいこ

松代にこにこ食堂

こども食堂しおじりinえんぱーく

信州こども食堂in飯田

長野ボランティア 市民活動ネットワーク

マルイ大町・ＫＥＩＺ・ラッシュ松本

ミスズコーポレーション

カーブス須坂 中野 飯山

宝箱 　 スィーツ学会

ながの若者サポートステーション

長野県司法書士会

チャイルドラインながの

内閣府・厚労省・農林水産省   

長野市こども未来部・環境部

独立行政法人福祉医療機構　

JT日本たばこ産業

助成金・補助金 団体県・各市町村関係機関

諏訪市    塩尻市立図書館　　

内閣府子供未来応援基金県こども若者局 ・環境部・農政部

モバイルコミュニケーション

松本市子どもの居場所づくり

長野県弁護士会

県内ソロプチミスト

信州こども食堂in長野

　　〃　　　　in安曇野

信州こども食堂in塩尻吉田

（特非）わおん学びサポート塩尻

信州アルプス大学校 柳町カフェ

わいわい食堂 だれでもかふぇ～

信州こども食堂in塩尻片丘

　　〃　inまつもと学び塾 どん八

生活底上げ実現長野連絡会 「県労福協・労働3団体(連合長野等)・(労金・労済・生協

等)・労協ながの・NPO団体・県反貧困ネットワーク」

県職員労働組合

企業・団体

長野市農業:研修センター

信州こども食堂in篠ノ井

中南信地域　（裏面地図参照）　東北信地域

信州こども食堂ネットワーク　128カ所

アイアース 信州こども食堂inココササ

（株）クラダシ

ＮＰＯ法人えんのわ

塩尻市配食ボランティアＧＰ

㈱しなの麺工房

キリングループ労組

はぐしおアサヒ飲料株

小さな子ども食堂まつもと

翠翔会

マルコメ

信州こども食堂inくるみカフェ

おとなも子どももみんなおいで食堂

学びサポートin信州こども食堂

　松本ユネスコ協会

株)サンエイジンコーポレーション(アポロ)

国際ソロプチミスト松本

長野県遊技業協同組合

ＪＡグリーン長野

デイリーフーズ株式会社

労金本店営業部青年委員会

みんなでごはんinえがお

白馬村こどもカフェ3 みあさの森

　　〃　　with温泉寺

信州こども食堂inすわ地蔵寺

安曇野市 東御市

キューピーみらいたまご財団　

NHKわかば・NHK歳末赤い羽根

(一社)全国食支援活動協力会

塩尻市交流支援課・福祉課・教育委員会・こども課・家庭支援課

ベネッセこども基金 長野暮らしサポートセンター 

関係団体

労協ながの・高齢協

長野県暮らしサポートセンター

長野県みらい基金

生活底上げ実現長野連絡会

(公財)東京コミュニテー財団　　

三井物産環境基金 ソロピスミスト長野　

松本市こども部・環境部

だれでも食堂

日本財団 中央 長野県共同募金会

ファイザー JM基金

(一財)中部圏地域創造ファンド

みんなのおうちスマイル

こども食堂しおじりひなたぼっこ

こども食堂しおじり夕日食堂

信州こども食堂学研吉田教室

とこおばあちゃん信州こども食堂

信州こども食堂inふらっと木曽

まんぷく食堂

篠ノ井ライオンズ食堂

信州こども食堂in若里

ニッセイ財団ＪＡＮＰＩＡ

さんぼんやなぎプロジェクト

すざかこども食堂 にじいろCafé上田

こども食堂in千曲市

ほんわかぱっぱ豊南 丘の上レストラン清泉

長野県元気づくり支援金    

ＪＡながの いろは堂

ナガノトマト（株） 二葉堂

信濃毎日新聞 読売新聞

カゴメ㈱ 長野牛乳

古里こどもカフェ

ベストカラー

新聞諏訪地区販売店会 神田堂書店マルシェ川上 峯村組

こども食堂関連団体

ローソン

全国フードバンク推進協議会 全国こども食堂ネットワーク

寺子屋カフェ つくしの里こども食堂

須坂市プラザ食堂

つながる食堂

坂城町子ども食堂 カフェ宙

白馬サンプソンファーム 長野日石ガス 松本ガス

フードバンク愛知大原学園清泉女学院

労金松本支店青年委員会 （株）スド―ジャム 有)トザワ

晴耕舎 （株）デリシア

ＮＰＯホットライン信州「信州こども食堂ネットワーク推進・関連団体一

覧」

  



０１２０-９１４-９９４

信州こども食堂in飯田

信州こども食堂in夢かなえ

飯田市 熊本市

諏訪市

松本市

塩尻市

飯山市

親子食堂

だれとでもかふぇ～

こどもと誰でも食堂

わいわい食堂

信州こども食堂in若里

松代にこにこ食堂

またあいこ

いただきます食堂

長野篠ノ井ライオンズクラブ

丘の上レストラン清泉

なかのこども食堂

にじいろ子どもカフェ

いいやまこども食堂

なかよし食堂（野沢温泉）

すざかこども食堂

須坂プラザ食堂

須坂市

千曲市

こども食堂in千曲市

白馬村

白馬村子どもカフェ３

こども食堂柳町カフェ

こども食堂寺子屋カフェ

三世代ごいっしょ食堂

さんぼんやなぎ食堂

いたる所で信大生による学習指導

信州こども食堂in安曇野

信州こども食堂inココササ

安曇野市

ラーメンまじめ家こども食堂

小さなこども食堂まつもと

こども食堂inえんぱーく

信州ふれあい食堂in吉田

もぐもぐキャンプ

信州こども食堂inこもろ

信州こども食堂inすわ

信州こども食堂with温泉寺

ほんわか食堂季の味

ひとつぶの麦

茅野市

下諏訪

こども食堂塩尻ひなたぼっこ

あづみ野おなかまキッチン

てんぐカフェ (飯綱町)

うさぎくらぶ子ども食堂

光の森仮設団地子ども食堂

信州Ｇプロジェクト食堂

上田市

信州子ども食堂ｉｎ上田

こども・おとな食堂松本

こども・おとな食堂塩尻

みんなのお家すまいるの子ども食堂

佐久市
こども食堂みよた

坂城町

子どものひろまｉｎ夢の湯

学研こども食堂

中野市

駒ヶ根市

つながる食堂

とこばあちゃんこども食堂

信州うまいもん×子ども食堂

信州こども食堂

くるみカフェ

こども食堂塩尻夕日食堂

つくしの里こども食堂

軽井沢

のみぞ福祉会こども食堂

みんなでごはんinえがお

はぐくみこども食堂

岡山県真備町

山ノ内町

やまのうちみんなの食堂

木島平こどもカフェ

青木村子ども食堂

キラキラカフェ高丘

にじいろCafe上田

大人も子どももみんなおいでよ食堂

信州自然こども食堂大鹿

楽らく寄合所こども食堂

ふれあい教室 古里こどもカフェ

富士見町

子供の未来をかんがえる会

実家の茶の間 池田町

とよの幸腹食堂まんぷく食堂

信州こども食堂

プルーム食堂

ララカフェ豊田

みんなの食堂

岩船こども食堂

みんなの居場所しみずまち

たかぎふれあい食堂

なんでも相談

託児付親子食堂

信州こども食堂松本どん八

かふぇ天香

ひなたぼっこ１００円食堂

伊那市

ほんわかぱっぱ豊南

岐阜県高山市 地域で助け合う子ども食堂

親子で息抜きご飯

東御市
信州こども食堂こもろ学習コラボ

小諸市

信州こども食堂inふらっと木曽

色と香りこども食堂

寄り添いこども食堂

こども食堂学びサポート

木曽

玄向寺こども食堂

信州こども食堂松本学び塾

大町市

みあさの森
もんも食堂

すまいる子ども食堂in太陽工業

すまいる子ども食堂inめん処soy屋

伊那谷子ども食堂

おかまのおうち

子どもレストランきらっと

ゆいまーる子ども食堂

だれでも食堂

HAARTY  DECO

こどもカフェむぎむぎ

あづみのcocoroカフェ

無料こどもじゅくHATA

岡谷市

グリュック子どもカフェ

こどもアトリエももも

ゆる笑happyこども食堂

学び舎楽人

若宮きずな塾

こども食堂まんま

こども食堂「ねやねや亭」

あかりこどもカフェ

信州こども食堂こまがねＳta
こども食堂アムール

信州こども食堂みちくさ

信州こども食堂たてはや

こどもカフェだらっと

下伊那

こどもカフェＨug

NPO法人えんまる

長野市

ひまわり食堂

SOS上伊那

きずな便 きずな食堂

クンジャビハーリー食堂
ヨリバ

ハッピーハウス

信州こども食堂in篠ノ井

南佐久

カフェ宙

わくわくキッチン

あじさい

おでかけこどもカフェ

こどなcafé

つくしの会


